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第５問　次の文を読み、各問に答えよ。

細かく砕いた炭化カルシウムをアルミニウム箔で包み、一部に穴をあけて水中に入れた。

①発生した気体を（１）置換で試験管２本に捕集し、栓をした。

１本目の試験管に薄い臭素水を加えて振り混ぜたところ、②臭素水の（ア）が脱色された。

これは発生した気体の三重結合が臭素と（２）反応をしたためである。発生した気体１分子

に臭素 1分子が（２）した物質には立体異性体のひとつである③（３）異性体が存在する。

発生した気体１分子に臭素２分子が（２）した物質には（３）異性体は存在しない。

2本目の試験管に硫酸酸性の過マンガン酸カリウム水溶液を加えて振り混ぜたところ、

④過マンガン酸カリウム水溶液の（イ）が消えてほぼ無色となった。

問１　上の文の（１）～（３）に最もふさわしい語句を入れよ。

問２　上の文の（ア）、（イ）に最もふさわしい色名を入れよ。

問３　下線部①の気体の名称を答えよ。また、どのような反応で気体が発生したのか

化学反応式を書け。

問４　下線部③について、これらの構造式を、構造の違いがわかるようにして示せ。

問５　下線部④について、このとき酸化還元反応が起きている。反応前後のMnの酸化数

を答えよ。また、この反応における酸化剤の働きを、電子e-を用いたイオン反応式で

示せ。

－ 4－

第１問　次の(１)から(８)の記述について、下線部の正誤を答えよ。また、誤りについては

最もふさわしいものに訂正せよ。

（１）　二酸化炭素は、２種類の元素からできているので化合物である。

（２）　空気は純物質である。

（３）　中性子の質量は、陽子の質量に比べてはるかに小さい。

（４）　種々の原子の質量は、「炭素の原子量を 12 」とし、これを基準とする相対的な値

（相対質量）で表している。

（５）　貴ガス原子の価電子の数は８個である。

（６）　イオン化エネルギーの小さい原子ほど、陽イオンになりやすい。

（７）　電子親和力の小さい原子ほど、陰イオンになりやすい。

（８）　窒素分子は、窒素原子間で３個の電子を共有し、三重結合を形成している。

第２問　次の反応を化学反応式で表しなさい。

（１）　二酸化炭素を水酸化バリウムの水溶液に通じると、水に不溶な炭酸バリウムの沈澱

が生じる。

（２）　メタノールが完全燃焼すると、二酸化炭素と水が生じる。

－ 1－



第４問　固体の溶解度に関する以下の問いに答えよ。ただし、水の分子量は18、硫酸銅（Ⅱ）

　　　の式量は 160 とする。また、硫酸銅（Ⅱ）の溶解度は、20 ℃で 20 g/100 g水とする。

問１　60 ℃の水 155 g に、硫酸銅（Ⅱ）五水和物が 125 g まで溶けた。60 ℃における

硫酸銅（Ⅱ）の水に対する溶解度 [g/100 g水 ]を求めよ。

問２　問１の水溶液を 20 ℃に冷却すると、硫酸銅（Ⅱ）五水和物の結晶は何 g析出するか。

有効数字２桁で答えよ。

－ 3－

第３問　次の文を読み、各問に答えなさい。ただし、塩化水素の分子量は 36 . 5、水酸化

ナトリウムの式量は 40 とする。また、各問とも有効数字２桁で答えよ。

質量パーセント濃度が 36.5 %、密度が 1.2 g/cm3の濃塩酸を用いて 1.0 mol/Lの希塩酸

を 100 mL調製した。①この希塩酸 5 . 0 mLを水で希釈して 250 mLの水溶液とした。

この水溶液 10 mLに水を加えてpHを 3とした。このpHが 3の水溶液 170 mLを実験に

使用した。②実験終了後に残ったpHが 3 の水溶液は、その全てを水酸化ナトリウムに

より中和した。

問１　用いた濃塩酸のモル濃度は何mol/Lか。

問２　下線部①の水溶液のモル濃度は何mol/Lか。

問３　下線部②の操作に必要な水酸化ナトリウムは何mgか。
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